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１．路線名

●一般国道の自動車専用道路

の路線名 

：一般国道３０号（本州四国連絡道路(児島・坂出ルート)）

（瀬戸中央自動車道） 

２．連結位置及び連結予定施設

●インターチェンジ名 ：（仮称）坂出北スマートインターチェンジ 

●連結位置 ：（上り・下り）香川県
かがわけん

坂出市
さかいでし

●連結予定施設 ：（上り・下り）県道
けんどう

瀬
せ

居坂
いさか

出港
いでこう

線
せん

【連結位置の概要】 

  連結位置 香川県坂出市 

  統計資料 人口：53,164 人 

 世帯：21,361 世帯 

 面積：92.49  

 （H27 年 10 月 1 日 国勢調査） 

四国縦貫自動車道

四国横断自動車道

一般国道の自動車専用道路

一般国道

凡　　例

徳島県 

高知県 

愛媛県 

位置図-１ 

香川県 

坂出市
(仮称)坂出北スマート IC 

岡山県 
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凡　　　　例

高速自動車道・瀬戸中央自動車道

一般国道（直轄区間）

一般国道（直轄管理区間外）

主要地方道

一般県道

（仮称）坂出北スマートインターチェンジ 位置図-２ 

坂出 IC

坂出市役所

（仮称）坂出北スマート IC

善通寺 IC

国道 11 号

至：松山

至：高知

L=2.6km

府中湖 PA・SIC

坂出 JCT

県道瀬居坂出港線

至：高松

L=15.9km

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

与島 PA

児島 IC
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３．連結を必要とする理由

（１）（仮称）坂出北スマートインターチェンジ周辺地域の状況 

（仮称）坂出北スマートインターチェンジ（以下,「（仮称）坂出北スマート IC」という。）

は,瀬戸中央自動車道の坂出 IC から北に約 2.6km に位置し,現在,供用中の坂出北 IC（本州

方面とのハーフ IC）に設置を予定している。 

 当該スマート IC の設置を予定している坂出市は,香川県のほぼ中央部に位置し,面積

92.49ｋ㎡,人口 53,164 人,21,361 世帯（平成 27 年国勢調査）で，瀬戸中央自動車道におけ

る四国側の最初の都市として，本州と四国を結ぶ高速道路網に接続するとともに，重要港湾

坂出港を擁するなど，陸海交通の結節拠点としての役割を担っている。 

 また，香川県下最大の工業地帯である番の州工業地帯は，電気，石油，ＬＮＧなどのエネ

ルギー基地が集積し，四国のエネルギー拠点となっている。 

 坂出市は,人口減少が進行する中,先人たちが培ってきた素晴らしい地域資源や海陸交通

の結節点としての拠点性を生かし,都市機能の充実・強化を図り,人口減少に歯止めをかける

とともに,活力と魅力ある「働きたい 住みたい 子育てしたい 共働のまち坂出」を目指した

まちづくりを進めているところである。 

（２）連結を必要とする理由 

 坂出市には,瀬戸中央自動車道「坂出北 IC」が設置されているものの,この IC は本州側と

のアクセスが可能なハーフ IC である。このため,四国側とのアクセスは,一般道路を経由し

て坂出 IC を利用せざるを得ない状況であり,背後に臨海工業地帯や物流拠点を擁する坂出

北 IC は高速道路網の交通・流通面から利便性が低い状況にある。 

 （仮称）坂出北スマート IC は,四国横断自動車道へのアクセス性を向上させるものである。 

① 信頼性の高い物流ネットワークを形成 

 スマート IC を整備することで,さぬき浜街道北側の臨海工業地帯に多く立地する物流施

設並びに四国の暮らしと経済を支えるエネルギー拠点において，高速道路（四国方面）との

アクセス性が向上し，配送時間の短縮や時間信頼性の確保を図る。 

② 「みなと」と「みち」の強い絆で企業進出 

 スマート IC を整備することで,さぬき浜街道北側の臨海工業地帯等から高速道路へのア

クセス性が向上し，重要港湾である坂出港周辺の交通結節点の機能が強化され，「みなと」

と「みち」の連携で企業誘致を図る。 

③ 速さとわかりやすさで観光集客アップ 

 スマート IC を整備することで，瀬戸大橋記念館をはじめ，坂出北 IC 周辺に立地する観光

施設へのアクセス時間の短縮とアクセスルートの分かりやすさにより，観光集客力の向上を

図る。
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④ 中・西讃地域の安心なくらしを提供 

 スマート IC を整備することで,坂出市内に立地する第二次救急医療機関への搬送時間が

短縮され，救急搬送時間の定時性を確保することで，安定した救急医療活動が可能となる。 

⑤ 地域を担うこどもにとって安全なまちに 

 スマート IC を整備することで，大型車の物流ルートが高速道路へ転換され，学校周辺の

通過交通が減少することで，通学時の安全性が向上することが期待できる。 

⑥ コンパクト＋ネットワークで住みやすいまちへ 

 スマート IC を整備することで，多くの生活関連施設が集積する中心市街地を通過する交

通が減少し，コンパクト＋ネットワークで住みやすいまちの実現を図る。 

⑦ 四国にとって大規模災害時の重要拠点に 

 スマート IC を整備することで，高速道路が南北軸として機能し，災害時は，海上輸送拠

点となる坂出港から四国内陸部に供給する支援物資を早期に輸送することが可能となる。 

⑧ 災害時にも早期復旧で安心なまちに 

 スマート IC を整備することで，浸水エリアを迂回しながら効率的な道路復旧が可能とな

り，早期に避難所への物資供給ができる。 

 上記①から⑧に示した（仮称）坂出北スマート IC 整備がもたらす効果により，坂出市が

目指している活力と魅力ある「働きたい 住みたい 子育てしたい 共働のまち坂出」を実現

するための取り組みが可能となる。 
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４．計画交通量，供用予定時期

① 計画交通量 ：800 台/日（参考：本州方面 4,200 台/日） 

② 供用予定時期 ：平成 36 年度（目標） 

※計画交通量は，平成 42 年度の予測交通量 

５．連結のために必要な工事に要する費用の概算額

（税込） 

連結のために必要な工事に要する費用の概算額 ３２.３億円

 うち，日本高速道路保有・債務返済機構 ３１.０億円

 うち，地方公共団体（坂出市） １.３億円

※工事に要する費用及び開通年から 50 年間の管理・運営のために必

要な費用の合計（現在価値化したもの） 
２７.６億円 

施工区分図 
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６．管理・運用形態

① 対象車種 

・本州四国連絡高速道路株式会社の料金車種区分の全車種とする。 

② 運用形態 

・運用形態はフル IC とする。 

③ 運用時間帯 

・運用時間は 24 時間とする。 

（１）対象車種 

 既設の坂出北 IC を通行する車種を対象とすることから，対象車種は本州四国連絡高速道

路株式会社の料金車種区分の全車種をサービスの対象とする。 

■本州四国連絡高速道路株式会社 料金車種区分 

車種区分 自動車の種類 

軽自動車

等 

・軽自動車 

・二輪自動車（側車付きを含む） 

普通車 

・小型自動車（二輪自動車及び側車付き二輪自動車を除く） 

・普通乗用自動車 

・トレーラ（けん引軽自動車と被けん引自動車（１車軸）との連結車両） 

中型車 

・普通貨物自動車（車両総重量８ｔ未満かつ最大積載量５ｔ未満で３車軸以下のも

の及び被けん引自動車を連結していないセミトレーラ用トラクターで２車軸の

もの） 

・マイクロバス（乗車定員１１人以上２９人以下で車両総重量８ｔ未満のもの） 

・トレーラ（けん引軽自動車と被けん引自動車（２車軸以上）との連結車両及びけ

ん引普通車と被けん引自動車（１車軸）との連結車両） 

大型車 

・普通貨物自動車（車両総重量８ｔ以上又は最大積載量５ｔ以上で３車軸以下，及

び車両総重量２５ｔ以下（ただし，最遠軸距５.５ｍ未満又は車長９ｍ未満のも

のについては２０ｔ以下，最遠軸距５.５ｍ以上７ｍ未満で車長が９ｍ以上のも

の及び最遠軸距が７ｍ以上で車長９ｍ以上１１ｍ未満のものについては２２ｔ

以下）かつ４車軸） 

・バス（乗車定員３０人以上又は車両総重量８ｔ以上の路線バス，及び車両総重量

８ｔ以上で乗車定員２９人以下かつ車長９ｍ未満のもの 

・トレーラ（けん引普通車と被けん引自動車（２車軸以上）との連結車両，けん引

中型車と被けん引自動車（１車軸）との連結車両及びけん引大型車（２車軸）と

被けん引自動車（１車軸）との連結車両） 

特大車 

・普通貨物自動車（４車軸以上で，大型車に区分される普通貨物自動車以外のもの） 

・トレーラ（けん引中型車と被けん引自動車（２車軸以上）との連結車両，けん引

大型車と被けん引自動車との連結車両で車軸数の合計が４車軸以上のもの及び

特大車がけん引する連結車両） 

・大型特殊自動車 

・バス（乗車定員３０人以上のもの，または車両総重量８ｔ以上で車長９ｍ以上の

もの（いずれも路線バスを除く）） 
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（２）運用形態 

 運用形態は，既設料金所を活用したフル IC とする。 

・フル IC の利用交通量のうち，四国方向へ流入する交通量が４００台/日，四国方向から流

出する交通量が４００台/日で合計８００台/日と推測される。 

（３）運用時間帯 

 運用時間帯は，２４時間運用とする。 

（仮称）坂出北スマート IC 

至 児島ＩＣ至 坂出 IC

■4,200 台/日 

本州方面へ  ON  2,100台/日 

本州方面から OFF 2,100 台/日 

5,000 台/日 

推計年次：Ｈ４２ 

■800 台/日 

四国方面へ  ON  400 台/日 

四国方面から OFF 400 台/日 
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７．管理・運営のために必要な費用の概算額

●スマート IC の管理・運営のために必要な費用の概算額は下表のとおりである。 

 ■本州四国連絡高速道路株式会社 

項目 金額（百万円）（年額・税込） 

維持管理費 ３ 

※料金施設は既設施設を活用する。 

※維持管理費は本州四国連絡高速道路株式会社提示資料による。 

 消費税率 8% 
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８．スマート IC の設置により期待される整備効果 

（１）【物流・エネルギー】信頼性の高い物流ネットワークを形成 

物流施設は臨海工業地帯に多く立地し、特に坂出北 IC 周辺に集中している。また、坂

出港沿岸部には、四国の暮らしと経済を支えるエネルギー拠点である石油やガス等の貯蔵

や電力供給施設が立地している。 

（仮称）坂出北スマート IC を利用することで、配送時間の短縮や時間信頼性が向上し、

物流の効率化が促進されることが期待される。 

（２）【企業立地】「みなと」と「みち」の強い絆で企業進出 

坂出港は香川県内に２つある重要港湾の１つであり、港湾の取扱貨物量は四国トップク

ラスで県内の港湾取扱貨物量の約 7 割を占有している。 

（仮称）坂出北スマート IC を利用することで、10 分以内で IC アクセス可能な企業・

工場が大幅に増加し、坂出港と IC との所要時間も大幅に短縮することで、坂出港周辺の

交通結節点としてのポテンシャルが向上することが期待される。 

（３）【観光】速さとわかりやすさで観光集客アップ 

瀬戸大橋記念館の入館者数は約 11 万人/年で、近年増加傾向にあり、中でも外国人入館

者数の伸びが著しく増加している。 

（仮称）坂出北スマート IC を利用することで、観光施設とのアクセス時間が短縮し、

アクセスルートのわかりやすさも向上するなど観光施設への立ち寄りが容易となり、集客

が増加することが期待される。 

（４）【救急医療】中・西讃地域の安心なくらしを提供 

坂出北 IC 付近には、第二次救急医療機関の坂出市立病院と回生病院が立地しており、

管外からも多くの救急患者を受け入れている。また、坂出市消防本部による救急搬送先は、

2 割が管外へ搬送している。 

（仮称）坂出北スマート IC を利用することで、救急搬送時間が短縮され、また、救急

搬送時間のバラつきが解消し、安定した救急医療活動が可能になることが期待される。 

（５）【通学】地域を担うこどもにとって安全なまちに 

学校が集中する市街地部において、多くの交通事故が発生しており、学校周辺の通学路

でも大型車が多く走行するなど、通学時等において子供たちが危険にさらされている。 

（仮称）坂出北スマート IC が整備されることで、学校周辺の通過交通等が減少し、通

学時の安全性が向上することが期待される。 
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（６）【定住人口】コンパクト＋ネットワークで住みやすいまちへ 

坂出市の将来人口は、今後減少すると推計されている中で、坂出市の中心市街地には、

多くの生活関連施設が集積し、一部では人口が増加傾向にある。 

（仮称）坂出北スマート IC が整備されることで、中心市街地を通過する交通が減少し、

定住化やコンパクトなまちづくりが促進されることが期待される。 

（７）【防災】四国にとって大規模災害時の重要拠点に 

坂出港周辺の緊急輸送道路は、東西軸は複数路線（さぬき浜街道、県道 33 号線、国道

11 号）指定されているが、南北軸は県道 19 号線のみである。また、坂出港は耐震強化岸

壁の整備が完了しており、災害時の海上輸送拠点に位置付けられている。 

（仮称）坂出北スマート IC が整備されることで、高速道路が南北軸として機能し、災

害時は、坂出港から四国島内への早期の支援物資供給が可能になることが期待される。 

（８）【防災】災害時にも早期復旧で安心なまちに 

坂出市の市街地は津波浸水が想定されており、被災時は浸水エリア内の通行が困難な状

況になる。 

（仮称）坂出北スマート IC が整備されることで、瀬戸中央自動車道が迂回路となって

効率的な道路復旧を助け、避難所への早期の物資供給が可能になることが期待される。 
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（１）信頼性の高い物流ネットワークを形成 

配送時間の短縮や時間信頼性が向上し、物流の効率化を促進 
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（２）「みなと」と「みち」の強い絆で企業進出 

10 分以内で ICアクセス可能な企業・工場が大幅に増加し、坂出港と ICとの所要

時間も大幅に短縮することで、坂出港周辺の交通結節点としてのポテンシャルが

向上 
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（３）速さとわかりやすさで観光集客アップ 

観光施設とのアクセス時間が短縮し、アクセスルートのわかりやすさも向上 

観光施設への立ち寄りが容易となり、集客が増加 
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（４）中・西讃地域の安心なくらしを提供 

救急搬送時間が短縮され、また、救急搬送時間のバラつきが解消し、安定した

救急医療活動が可能 
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（５）地域を担うこどもにとって安全なまちに 

学校周辺の通過交通等が減少し、通学時の安全性が向上 
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（６）コンパクト＋ネットワークで住みやすいまちへ 

• 多くの生活関連施設が集積する中心市街地を通過する交通が減少し、安全安心の

向上とともに、定住化やコンパクトなまちづくりを促進 

通学路に多くの大型車が混入 大型車両が商店街を通過 

高速道路利用者の 
現在の主なルート 

坂出北 IC利用交通 

坂出 IC利用交通 

市役所、学校、病院、郵便局、銀行などの多くの生活関連

施設がＪＲ坂出駅から８００ｍ（徒歩約１０分）圏内に立

地している。
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（７）四国にとって大規模災害時の重要拠点に 

高速道路が南北軸として機能し、災害時は、坂出港から四国島内への早期の

支援物資供給が可能 
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（８）災害時にも早期復旧で安心なまちに 

瀬戸中央自動車が迂回路となって効率的な道路復旧を助け、避難所への早期

の物資供給が可能 
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